
「子ども ・子育て 」の政策体系

子ども・
子育て

小児医療の充実支援 ・小児救急医療推進事業

・乳幼児健診事業
・新生児訪問事業（すこやか訪問事業）

・育児等支援家庭訪問事業
・発達障害者支援センター運営事業 等

・公立保育所施設整備事業
・民間保育所施設整備事業 等

・児童育成クラブ運営事業
・児童育成クラブ施設整備事業

（分 野） （基本方針） （施 策） （主要事業）

母子保健等の充実

・放課後子どもプラン推進事業

・ひとり親家庭等支援事業

就学前教育・
保育の充実

母子保健サービスの充実

援助を要する子どもへの
支援の充実

保育所（園）・幼稚園の
施設整備

「放課後子ども教室」の
展開

子ども・子育て支援、
ネットワークの充実

ひとり親家庭等への
支援の充実

放課後児童対策の
充実

地域ぐるみの
子ども・子育て支援

就学前教育の充実

保育サービスの充実

児童育成クラブの充実

児童虐待の防止と
早期発見・早期対応

子育てに伴う経済的
負担の軽減

・幼稚園ステップアップ推進事業

・病児・病後児保育支援事業
・保育サービス事業（家庭的保育） 等

・子育て支援センター運営事業
・子育て支援事業 等

・家庭児童相談指導事業

・乳幼児福祉医療助成事業
・小中学生入院医療費助成事業



■施策評価シート
(6)-1 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 17,784 17,141 20,000 15,906 0 0

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

日 183 365 365 365 0 0

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

備考
※トリアージとは、負傷者、患者を重症度、緊急度などによって分類し、治療や搬送の優先順位を決
めることであり、救助、応急処置、搬送、病院での治療の際に行うものである。

　成果指標の平成22年度実績が目標値を下回ったが、指定病院によるトリアージの取り
組みや当市のコンビニ受診抑制等の啓発の効果であり、このことにより小児救急医療体
制が低下したとは考えられない。
　しかしながら、小児科医師の確保問題等により平成23年4月8日に社会医療法人誠光会
草津総合病院に対して、小児救急医療センターとしての指定を取消したため、現在、指定
病院は空白となっている。
　このため、草津栗東休日急病診療所を一診制から二診制に増診を行い、また、他の医
療機関へ受入体制の強化を依頼している状況である。
　今後、社会医療法人誠光会草津総合病院の法人改革の進捗状況を見極めつつ、広域
医療圏における小児救急体制の再構築も見据えた検討が必要である。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

体系

関係課のコメント

事務
事業

個別
内容

責任課による分析

指標

市として平成23年4月8日に社会医療法人誠光会
草津総合病院に対し、小児救急医療センターの
指定病院を取消したため、平成23・24年度の目標
値を0とした。このため、草津栗東休日急病診療
所の診療体制を、前半のみ小児科を標榜する医
師を配置するとともに、二診制に変更し医療体制
の強化を図っている。

環境・条件
の変化

草津市小児救急医療センター開設日数：市が小児救急医療センターに指定した病院（平成21・22年
度は、社会医療法人誠光会草津総合病院）の開設された日数。

単位項目

その他の外的
・他律的な事象

事務事業名

施策の概要
関係機関と連携を図るなかで、子どもの急な病気や体調
の変化に対応する小児救急医療を持続的に提供できる
よう取り組みます。

基本方針番号 施策番号

項目 単位

草津市小児救急医療セン
ター利用患者数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

（責任課コメント）

成果指標

　平成22年度末における「小児救急医療センター利用患者数」は、目標値20,000人／年に対して実
績は、15,906人であった。平成21年度に対して1,878人減少しているが、平成22年度は、指定病院
によるトリアージの取り組みや当市のコンビニ受診抑制等の啓発により、利用患者数の減少となっ
たものである。

小児医療の充実支援

健康増進課

佐々木　弘和

活動指標

草津市小児救急医療セン
ター開設日数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 65,849 66,691 66,786 *** 199,326 計画

実績 65,167 58,844 124,011 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 65.8 66.7 66.8 *** 199.3

計画 実績 65.2 58.8 124.0

実績 計画 65.8 66.7 66.8 *** 199.3

計画 実績 65.2 58.8 124.0

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

21

22

2

5

3

18

19

16

17

事業
区分

15

番号

主1

14

小児救急医療推進事業

4

担当課事務事業

健康増進課

番号
事業
区分

事業費（千円）

23

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

事務事業

13

6

7

施策成果
への
貢献度

Ｂ

11

9

10

8

12

28

29

27

26

25



■施策評価シート
(6)-1 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

% 97.5 100 100 98 100 100

% 95.4 100 100 95 100 100

% 95.3 100 100 97.6 100 100

% 89.4 100 100 91.4 100 100

% 96.5 100 100 96 100 100

% 100 100

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 1266 1225 1259 1143 1386 1386

回 35 35 36 36 36 36

回 35 35 36 36 36 36 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

回 34 35 36 36 36 36

人 1189 1225 1259 1269 1386 1386

回 20 24

備考

すこやか訪問：本事業により、様々な理由で支援が必要となるケースを早期に発見し、
対応することができると考える。すこやか訪問の手続きに来所していない者に対して、
勧奨の手紙を郵送するなど、全数訪問・全数把握を目指す。
乳幼児健診：障害・疾病の早期発見・早期治療のみならず、不適切な養育を早期発見
し、支援が必要な家庭には関係機関と連携を図りながら対応している。Ｈ２３年度から
新たに２歳６か月健診を実施したことにより、さらに発達障害や不適切な養育家庭への
早期支援が可能になると考える。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

関係課のコメント

担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

体系

個別
内容

事務
事業

指標

すこやか訪問、乳幼児健診：活動指標の目標値
は、平成２３年度は、平成２２年度までの出生数
と母子健康手帳交付数より算出。平成２４年度は
同数としている。

責任課による分析

1歳6か月健診実施回数

環境・条件
の変化

その他の外的
・他律的な事象

２歳６か月健診受診率

単位

すこやか訪問：助産師や保健師が訪問し、児の発育発達を確認するとともに、産婦の相談等に
対応している。第２子であること等による訪問拒否や、長期の里帰り、電話で事前連絡が取れ
ずに訪問できなかった等で、全数訪問には至っていない。状況把握のできなかったケースに対
しては、４か月健診や必要時、関係機関と連携を取り、状況把握に努めている。本事業の実施
により、育児ストレスが高く、虐待リスクの高い生後間もない時期の母子の状況把握ができ、必
要なケースについては早期に支援することができた。
乳幼児健診：障害・疾病の早期発見・早期治療を行い、福祉・教育につながる最初の役割を
担っている。未受診者については受診勧奨通知を郵送し、電話や訪問等で保健師が現状把握
に努めているが、対象者全員の受診には至っていない。

事務事業名

10か月健診実施回数

２歳６か月健診実施回数

基本方針番号 施策番号

項目

3歳6か月健診受診率

施策の概要

4か月健診受診率

10か月健診受診率

成果指標
1歳6か月健診受診率

新生児訪問（すこやか訪問）率

子どもの健全な育成、健康増進を図り、病気等の予防・早期
発見・早期対応に努めるとともに、「すこやか訪問」や家庭訪
問などを通じて、養育者の子育てを支援します。

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

（責任課コメント）

3歳6か月健診実施回数

新生児訪問（すこやか訪
問）勧奨数

すこやか訪問：活動指標は、目標値を出生数としており、すこやか訪問の勧奨は出生から１～
２か月経過した時期に行っているため、目標値以上の勧奨数となっている。２歳６か月健診：Ｈ
２３年６月から実施のためＨ２１・２２年度の目標値・実績値はない。

活動指標

項目

４か月健診受診勧奨数

単位

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

母子保健サービスの充実

健康増進課

服部　由佳　吉岡　千恵



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 23,270 26,749 30,930 *** 80,949 計画

実績 22,596 25,796 48,392 実績

計画 11,822 11,379 11,693 *** 34,894 計画

実績 7,802 9,983 17,785 実績

計画 101,639 97,854 95,063 *** 294,556 計画

実績 91,325 86,391 177,716 実績

計画 420 441 248 *** 1,109 計画

実績 336 297 633 実績

計画 0 4,510 4,510 *** 9,020 計画

実績 0 3,633 3,633 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 137.2 140.9 142.4 *** 420.5

計画 実績 122.1 126.1 248.2

実績 計画 23.3 26.7 30.9 *** 80.9

計画 実績 22.6 25.8 48.4

実績 計画

計画 実績

実績 計画 11.8 11.4 11.7 *** 34.9

計画 実績 7.8 10.0 17.8

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

主要事業
小計

マニフェスト
関連事業
小計

リーディング
事業小計

24

総計

23

25

18

17

19

16

15

14

10

12

11

4

6

3 −

13

事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

担当課
事業
区分

事務事業番号

B

B

事業費（千円）

健康増進課

22

21

事務事業

健康増進課

B健康増進課

健康増進課

施策成果
への
貢献度

妊婦健診事業

新生児訪問事業（すこや
か訪問事業）

B

−

9

B健康増進課

1

2 マ

主

8

番号

5 −

事業
区分

7

担当課

乳幼児健診事業

母子保健教室開催事業

不妊治療費助成事業

27

26

28

29

30



■施策評価シート
(6)-2 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 97 ９５以上 ９５以上 98 ９５以上 ９５以上

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 13 １５以下 １５以下 14 １５以下 １５以下

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

備考

・幼稚園が楽しいと感じられない理由の分析とその解消を図る。
評価に基づい
た今後につい
ての考え方

環境・条件
の変化

責任課による分析

改善内容の詳細

体系

関係課のコメント

事務
事業

指標

個別
内容

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

施策番号

項目

成果指標

施策の概要

幼稚園は楽しい

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

幼稚園と保育所の連携を促進し、発達に応じた細やかな心
配りのもとでの子どもの育成、また、子どもそれぞれの人間
形成の基礎づくりとなる様々な体験活動の充実に努めます。

就学前教育の充実

幼児課

河井明美

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

・園児が喜んで登園しているかという保護者アンケートの結果、目標値に達している。

幼稚園は楽しい：保護者満足度（幼稚園評価）のアンケート実施による

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

長期欠席率を下げる



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 2,940 2,940 2,940 *** 8,820 計画

実績 2,940 2,940 5,880 実績

計画 122 122 122 *** 366 計画

実績 0 0 0 実績

計画 280 280 廃止 廃止 560 計画

実績 280 280 560 実績

計画 0 1,500 1,455 *** 2,955 計画

実績 0 1,440 1,440 実績

計画 8,640 9,038 8,661 *** 26,339 計画

実績 8,383 9,584 17,967 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 12.0 13.9 13.2 *** 39.0

計画 実績 11.6 14.2 25.8

実績 計画 0.0 1.5 1.5 *** 0.0

計画 実績 0.0 1.4 0.0

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 -
幼稚教育整備審議会

運営事業
幼児課

3 -
私立幼稚園地域協働合校

推進事業
学校教育課

4

5

主
幼稚園ステップアップ

推進事業
幼児課

- 幼稚園管理運営費 幼児課

19

18

17

16

私立幼稚園運営費
補助事業

事業
区分

15

14

番号

-1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

幼児課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

-

A

A

A

10

8

12

A

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(6)-2 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 95.5% 100% 100% 94.8% 100% 100%

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 2,210 - - 2,317 - -

人 274 360 570 556 600 630

箇所 − − 2 2 4 6 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

人 − − 6 6 12 18

箇所 1 2 2 1 2 2

箇所 5 6 6 5 6 6

基本方針番号 施策番号 保育サービスの充実

施策の概要
多様な保育ニーズに対応できるよう保育サービスの充
実を図るとともに、その質の向上に努めます。

幼児課 責任課による分析 関係課のコメント

吉田　克己

指標 待機児童の解消を最終的な目標としている。

成果指標

項目 単位

保育所入所率

事務
事業

体系

環境・条件
の変化

個別
内容

待機児童解消に向けて段階的に対応しているも
のの、これを上回る保育需要があるため、成果
指標に達していない。

活動指標

項目 単位

その他の外的
・他律的な事象

入所児童数〔公私立〕

病児・病後児保育延べ
利用者数

家庭的保育施設数

家庭的保育入所児童数

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細休日保育

一時預かり事業

（責任課コメント） ・成果指標の変更：「待機児童数」から「入所者数/入所希望者数」に変更

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

待機児童解消に向けて、段階的に保育定員の拡充や、弾力運用による入所調整を
行っているものの、就学前人口が従来想定を上回る増加傾向にあり、年々保育需要
が高まっていることから、目標値には達していない。
なお、待機児童が多い状況から、民間による保育所整備への公募を行った。
また、多様化する保育ニーズに対応するため、民間保育所の協力を得て、一時預かり
等、子育て支援の充実に努めている。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

保育需要のピークを平成27年度と想定した中で、民間を活用した創増設整備など、次
世代育成支援対策地域行動計画に基づく保育所整備を行い、待機児童の解消を図
る。
また、保育ニーズの多様化による保育所機能も今後更なる充実を行う必要がある。

備考

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 380,740 422,610 471,560 *** 1,274,910 計画

実績 431,877 462,376 894,253 実績

計画 1,384,609 1,571,727 1,548,191 *** 4,504,527 計画

実績 1,372,552 1,430,547 2,803,099 実績

計画 427,675 462,520 489,507 *** 1,379,702 計画

実績 426,462 493,112 919,574 実績

計画 11,114 8,390 10,147 *** 29,651 計画

実績 9,475 10,478 19,953 実績

計画 0 18,161 21,869 *** 40,030 計画

実績 0 9,321 9,321 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 2,204.1 2,483.4 2,541.3 *** 7,228.8

計画 実績 2,240.4 2,405.8 4,646.2

実績 計画 2,193.0 2,456.9 2,509.3 *** 7,159.1

計画 実績 2,230.9 2,386.0 4,616.9

実績 計画 0.0 18.2 21.9 *** 40.0

計画 実績 0.0 9.3 9.3

実績 計画 11.1 8.4 10.1 *** 29.7

計画 実績 9.5 10.5 20.0

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

番号
事業
区分

事務事業 担当課
施策成果
への
貢献度

事業費（千円）
番号

事業
区分

事務事業 担当課
施策成果
への
貢献度

事業費（千円）

1 主 公立保育所運営事業 幼児課 A 20

2 主 民間保育所運営事業 幼児課 A 21

3 主 民間保育所運営補助事業 幼児課 A 22

4 マ 病児・病後児保育支援事業
子育て支援
センター

C 23

5 リ
保育サービス事業
（家庭的保育）

幼児課 B 24

6 25

7 26

8 27

9 28

10 29

11 30

12

総計

13
主要事業
小計

14
リーディング
事業小計

15

16

18

マニフェスト
関連事業
小計

19

17



■施策評価シート
(6)-2 ③ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 40 40 50 50 50 50

グループ 2 2 2 2 3 3

件 3,750 3,300 4,000 4,462 4,000 4,000

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

% 87.0 93.0 93.0 92.0 93.0 93.0

人 454 460 500 556 560 560

回 13 13 23 23 23 23 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

回 63 250 330 154 330 330

保育士による「すこやか
訪問」率

要経過観察児集団指導
参加者数

発達障害者支援センター研
修会開催講師派遣回数

子育て家庭ヘルパー派遣数

単位

児童デイサービスセン
ター受入人数

要経過観察児集団指導
グループ数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

障害や発達の遅れのある子どもの日常生活や療育、保
育、教育がより充実するよう、一人ひとりにきめ細かい
支援を行っていきます。

援助を要する子どもへの支援の充実

発達支援課

大山　良子

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

発達障害者支援センター
相談対応件数

発達障害者支援センターの認知度の高まり等を受け、相談件数が増加。特に青年・成人期の
相談が増加しつつある。
療育を必要とする児童が増加している現状を踏まえ、児童デイサービスセンターでは、保育室を
増設し、定員の拡大を図った。

単位項目

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標
発達障害に対する社会的認知度（早期発見・早
期支援の重要性）の高まり

体系

子育て世代への育児支援の必要性の増加
環境・条件
の変化

個別
内容

その他の外的
・他律的な事象

備考

要経過観察児や療育が必要な子どもの増加が予想されるとともに、国の障害者制度改革にお
いて、身近な地域の障害児支援の専門施設(児童発達支援センター)が求められていることか
ら、通園及び相談支援、保育所等訪問支援に対応できる体制の充実に努める。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 9,722 9,810 9,972 *** 29,504 計画

実績 9,722 8,833 18,555 実績

計画 41,669 69,688 58,213 *** 169,570 計画

実績 43,411 58,405 101,816 実績

計画 2,422 88 1,648 *** 4,158 計画

実績 2,422 88 2,510 実績

計画 3,437 3,961 0 *** 7,398 計画

実績 3,437 3,654 7,091 実績

計画 11,485 10,315 16,502 *** 38,302 計画

実績 12,758 11,657 24,415 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 68.7 93.9 86.3 *** 248.9

計画 実績 71.8 82.6 154.4

実績 計画 47.5 73.7 59.9 *** 181.1

計画 実績 49.3 62.1 111.4

実績 計画

計画 実績

実績 計画 21.2 20.1 26.5 *** 67.8

計画 実績 22.5 20.5 43.0

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

B

9

施策成果
への
貢献度

B

B

B

B

10

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

マ1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

子育て支援
センター

育児等支援家庭訪問事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

主 障害児相談事業 発達支援課

マ
発達障害者支援センター

運営事業
発達支援課

2 主
児童デイサービスセンター

運営事業
発達支援課

3 主 育児等健康支援事業 発達支援課

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(6)-2 ④ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

% 2 2.1 50 99

人 2170 2380 2380 2260 2380 2380

% 33.3 100 100 33.3 100 100

% 30.0 100 100 30.0 100 100

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

% 2 2 50 99

施設 1 1 0 0 1 0

人 2210 2380 2380 2317 2380 2380 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

人 785 1040 1040 776 1040 1040

拡充

拡充

備考

待機児童の解消に向け、様々な方策を検討しながら一層の取り組みが必要である。ま
た、各保育所、幼稚園のクラス数に応じた適正な施設の確保と耐震性の向上を図る。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

事務
事業

体系

A

A

関係課のコメント

環境・条件
の変化

個別
内容

改善内容の詳細

第五保育所整
備事業

保育所施設の建替えを行い、保育環境の改善を図る。

増え続ける待機児童への対応策として、民間保育所の規
模を拡充し、待機児童の解消に努める。

幼児課

就学前児童数の増加に加え、近年の経済・雇用情
勢の影響による共働き世帯の増加など、保育ニー
ズの高まりから保育所入所申込者が想定を上回り
増加している。

私立認可保育所施設
整備数

責任課による分析

指標

保育所定員については、平成２６年度２３８０人を目
標に定員拡大を行っているが、平成２０年以降保育
ニーズが急激に高まっている。
耐震改修については、保育所・幼稚園を問わず事
業実施が必要なことから、保育所は平成25年度、
幼稚園は平成24年度を目途に耐震工事が完了す
るよう、現在、段階的に耐震診断や耐震工事に取り
組んでいる。

民間保育所施
設整備補助金

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

成果指標

施策の概要

保育所施設耐震化率

第五保育所整備進捗率

保育所定員

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

多様化する保育需要に応えるための施設整備と、安
全で安心な保育環境の充実に努めます。

保育所（園）・幼稚園の施設整備

幼児課・教育総務課

吉田　克己

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

第五保育所整備進捗率

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

第五保育所整備：平成22年度に基本設計・造成設計修正業務を行った。
保育所定員：民間保育所による保育所新増設を図っているが、保育ニーズが高まり待
機児童が増加しており、その解消に向け引き続き取り組んでいく必要がある。

第五保育所整備進捗率：平成25年4月の開所に向けた、事業費按分で進捗率を算出

保育所入所児童数

幼稚園入園児童数

項目

幼稚園施設耐震化率

幼児課

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 0 6,243 168,829 *** 175,072 計画

実績 0 7,497 7,497 実績

計画 245,945 0 104,790 *** 350,735 計画

実績 381,733 0 381,733 実績

計画 141,372 293,466 238,733 *** 673,571 計画

実績 14,128 238,390 252,518 実績

計画 23,314 14,131 18,111 *** 55,556 計画

実績 12,815 12,843 25,658 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 410.6 313.8 530.5 *** 1,254.9

計画 実績 408.7 258.7 667.4

実績 計画 387.3 299.7 512.4 *** 1,199.4

計画 実績 395.9 245.9 641.7

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 主 民間保育所施設整備事業 幼児課

3 主 幼稚園整備事業 教育総務課

4

5

− 幼稚園維持管理事業 幼児課

19

18

17

16

公立保育所施設整備事業

事業
区分

15

14

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

幼児課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

A

B

B

10

8

12

A

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(6)-3 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 97.4% 100% 100% 98.5% 100% 100%

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

箇所 12 12 12 12 13 13

人 625 810 870 761 930 970

人 810 810 870 870 930 970 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

備考

定員に余裕があるクラブについては、今後もホームページおよび関係機関等を通じて積
極的にＰＲするとともに、定員を超過しているクラブについては、施設整備を実施し待機
児童の解消を図るなど、児童育成クラブの充実に向け推進する。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

環境・条件
の変化

責任課による分析

改善内容の詳細

体系

関係課のコメント

事務
事業

指標
児童育成クラブ入会率の目標値を100％としてい
たが、実績値がこれを下回った。保護者のニーズ
を満たすために、施設整備等を図る予定である。

個別
内容

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

共働き世帯が増加しており、学区・地区によって
は待機児童が発生している。

施策番号

項目

成果指標

施策の概要

児童育成クラブ入会率

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

子どもが安全で安心でき、健やかに育まれる放課後の
活動場所の確保のため、児童育成クラブの充実と施設
の整備を図ります。

児童育成クラブの充実

子育て支援センター

早佐　美希

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

就学児童を持つ家庭の仕事と子育ての両立を支援するため、小学校６年生まで受け入
れを拡大するとともに、新たな専用施設の整備など、児童育成クラブの充実を図った。
地域によっては待機児童が発生しているため、各地域のニーズを把握しながら児童育成
クラブの増員に向け取り組んだ。

児童育成クラブ入会率　　入会児童数／入会希望児童数×１００

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

児童育成クラブ箇所数

児童育成クラブ入会者数

児童育成クラブ定員数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 183,276 214,060 217,016 *** 614,352 計画

実績 176,482 197,874 374,356 実績

計画 47,644 139,316 35,000 *** 221,960 計画

実績 45,613 109,928 155,541 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 230.9 353.4 252.0 *** 836.3

計画 実績 222.1 307.8 529.9

実績 計画 47.6 139.3 35.0 *** 222.0

計画 実績 45.6 109.9 155.5

実績 計画

計画 実績

実績 計画 183.3 214.1 217.0 *** 614.4

計画 実績 176.5 197.9 374.4

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 主 児童育成クラブ施設整備事業
子育て支援
センター

3

4

5

19

18

17

16

児童育成クラブ運営事業

事業
区分

15

14

番号

マ1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

子育て支援
センター

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

B

10

8

12

B

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(6)-3 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 80 85.2 90 90

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

　校 2 3 2 2 2 2

　人 56 80 80 96 80 80

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

備考

２３年度は引き続き事業実施。その後の継続については検討する。
評価に基づい
た今後につい
ての考え方

環境・条件
の変化

責任課による分析

改善内容の詳細

体系

関係課のコメント

事務
事業

指標
適切な目標値であるため、目標値の見直しは行
わない。

個別
内容

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

施策番号

項目

成果指標

施策の概要

登録児童保護者の満足度

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

地域の様々な人の参画を得ながら、遊びや交流活動
を通じた放課後児童の健全育成を図ります。

「放課後子ども教室」の展開

生涯学習課

中鹿　誠

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

平成２２年度末における「参加児童数」は目標値８０人に対して、実績は９６校であり、
目標を上回る成果が得られた。前年度の事業実績に対する満足が口伝えで広まった
ためと考えられる。

参加児童数は全実施校における、登録児童を含めた延べ人数である

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

実施小学校数

参加児童数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 9,759 3,946 3,946 *** 17,651 計画

実績 3,579 3,394 6,973 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 9.8 3.9 3.9 *** 17.7

計画 実績 3.6 3.4 7.0

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績 計画 9.8 3.9 3.9 *** 17.7

計画 実績 3.6 3.4 7.0

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212

3

4

5

19

18

17

16

放課後子どもプラン推進事業

事業
区分

15

14

番号

マ1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

生涯学習課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

10

8

12

B

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(6)-4 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 2,327 2,000 3,000 2,958 3,500 4,000

人 5,728 13,000 24,000 17,105 29,000 32,000

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 504 500 600 650 700 800

か所 1 1 2 3 3 3

か所 2 2 2 2 2 3 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

回 3 3 4 4 6 6

件 － － 40 13 40

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

備考

平成２３年度から子育て支援の総合的な窓口として、子育て支援センターを設置したことから、子育て
関係機関、団体とのネットワークの構築とともに、子育てサイトを立ち上げる等、子育て情報の発信の
充実に努める。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

その他の外的
・他律的な事象

体系

地域コミュニティの低下により、子育て家庭の孤
立化は、増えてきている状況である。

環境・条件
の変化

個別
内容

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

つどいの広場年間来所者数は、年々伸びている
ものの、平成２２年度の目標値を下回った。平成
23年度には、情報発信機能を充実することから、
今後の伸びが期待される。

　子育て世代の支援やネットワークの充実を図るために、つどいの広場を増設するなど各種事業を展
開しており、人・物の環境整備は、概ね目標値を超える結果となった。
　しかしながら、「つどいの広場」の来場者は、前年比で伸びているものの、目標値を達成できなかった
ことから、子育て支援機能の充実、親の子育ての不安感、負担感の軽減と子どもの健全育成を図るた
め、各種事業を積極的に展開し、子育て支援に努めなければならない。今後は、子育て情報の発信機
能を強化する必要がある。

ファミリー・サポート・センター活動件数：１年間にファミリー・サポート・センターが援助等の活動を行った延べ件数
つどいの広場年間来所者数：つどいの広場に来所された方の延べ人数
サロン・サークル等リーダー研修会：サロン・サークル等リーダー研修会を行った回数

単位項目

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

単位

ファミリー・サポート・セン
ター活動件数

つどいの広場年間来所者数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

子育てに関して、相談、情報提供、交流・仲間づくりや支援ネットワークの
地域拠点として、市民生活の身近に子育て支援センターや「つどいの広
場」などを充実させていきます。また、子育てへの不安や負担感を取り除
けるよう、家庭教育に対する支援を行います。

子ども・子育て支援、ネットワークの充実

子育て支援センター

小川　晃

活動指標

（責任課コメント）

ファミリー・サポート・セン
ター依頼会員数

つどいの広場設置数

子育て支援センター数

サロン・サークル等リー
ダー研修会

サークル活動補助金交付数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 14,984 14,982 21,901 *** 51,867 計画

実績 14,984 11,078 26,062 実績

計画 17,509 14,171 14,274 *** 45,954 計画

実績 17,509 12,301 29,810 実績

計画 4,355 7,937 13,173 *** 25,465 計画

実績 4,355 7,840 12,195 実績

計画 624 502 502 *** 1,628 計画

実績 1,102 711 1,813 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 37.5 37.6 49.9 *** 124.9

計画 実績 38.0 31.9 69.9

実績 計画 19.3 22.9 35.1 *** 77.3

計画 実績 19.3 18.9 38.3

実績 計画 17.5 14.2 14.3 *** 46.0

計画 実績 17.5 12.3 29.8

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 リ 子育て支援事業
子育て支援
センター

3 主 つどいの広場事業
子育て支援
センター

4

5

− 家庭教育推進事業 生涯学習課

19

18

17

16

子育て支援センター運営
事業

事業
区分

15

14

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

子育て支援
センター

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

B

B

B

10

8

12

B

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(6)-4 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

世帯 36 10 15 10 20 25

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

回 7 8 8 8 9 10

回 4 8 8 8 8 8

回 205 185 190 196 200 200 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

児童数 442 450 475 472 500 500

児童数 329 300 300 316 300 300

時間 178 160 160 199 200 200

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

児童虐待防止啓発活動
数

要保護児童対策地域協
議会開催数

児童虐待相談件数

家庭児童相談件数

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

児童虐待の予防と早期対応の重要性が認識されつつある中で、家庭児童相談室の充実や乳
幼児のいる家庭へのヘルパー派遣等の支援を実施しています。
子ども虐待ケースへの対応については、保護者を支援、指導し、子どもの安全確保を行ってい
ますが、解決の困難さにより、長期的に支援しなければならないケースが増えています。

安全度回復件数：支援等により状況が改善し、虐待の安全度が顕著に良くなった世帯の数
要保護児童対策地域協議会開催数:協議会が開催する代表者会議、実務者会議の開催数

子育て支援ヘルパー派
遣時間数

安全度回復件数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

児童虐待の防止、早期発見・早期対応に努めるとともに、子どもとそ
の家族の健全な生活の回復に向けた支援を行うため、係る相談体
制の充実や関係機関等の連携を強めていきます。

児童虐待の防止と早期発見・早期対応

子ども家庭課

竹原　諭

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

長引く不況による生活困窮世帯の増加や都市
化、核家族化の進行に伴い子育てを行う親が孤
立化することにより育児ストレスが増し、児童虐
待のリスク要因となっている。

関係課のコメント

事務
事業

指標 妥当である。

個別
内容

家庭児童相談指導事業は、本施策の中核を成す
事業であり、他の事業は、この事業による相談者
のニーズの把握からスタートしている。

責任課による分析

改善内容の詳細

体系
当該施策の成果は、ひとり親家庭等の相談や支
援に影響を与えている。

環境・条件
の変化

個別ケース検討会議実
施回数

備考

児童虐待の対応については、「要保護児童対策地域協議会」を軸として各関係機関と
連携して取り組みます。また、児童虐待の相談窓口を広く周知するなど市民に対して虐
待防止にかかる啓発活動を推進します。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 10,550 10,861 12,245 *** 33,656 計画

実績 9,740 10,617 20,357 実績

計画 630 948 840 *** 2,418 計画

実績 428 523 951 実績

計画 - - 146 *** 146 計画

実績 0 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 11.2 11.8 13.2 *** 36.2

計画 実績 10.2 11.1 21.3

実績 計画 10.6 10.9 12.2 *** 33.7

計画 実績 9.7 10.6 20.4

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

A

9

施策成果
への
貢献度

B

B

10

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

子ども家庭
課

家庭児童相談指導事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

2 － 子育て支援ヘルパー派遣事業
子ども家庭

課

3 －
子育て短期支援（ショートス

ティ）事業
子ども家庭課

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(6)-4 ③ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

% 100 100 100 100 100 100

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 1,169 1,200 1,300 1,433 1,500 1,700

人 621 723 747 771

件 1 3 3 0 3 3 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

人 5 5 8 8 14 14

単位

高等技能訓練費受給者の就
労に結びついた割合

ひとり親家庭等への支援の充実

子ども家庭課

高岡まゆみ

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

児童扶養手当受給者
数（3月末現在）

母子家庭自立支援教
育訓練給付件数

その他の外的
・他律的な事象

成果指標

施策の概要

年々ひとり親家庭が増加しており、相談件数および児童扶養手当受給者数についても
増加傾向にあり、自立支援に向けた相談業務等を推進した。
父子家庭についても、平成２２年８月から児童扶養手当の支給を拡大した。

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

ひとり親家庭等の自立と生活の安定のため、相談体
制、日常生活の支援や経済的支援などを充実させま
す。

母子家庭高等技能訓
練費利用人数

①ひとり親家庭等からの相談件数：１年間に受けたひとり親等にかかる相談の延べ件数
②児童扶養手当受給者数年間２４人増の見込みで計上

単位項目

ひとり親家庭等からの
相談件数

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

体系

　

平成２２年度の８月から父子家庭の児童扶養手
当も開始され、国の要綱も改正されたことから、
父子家庭の相談も対応することとなった。

環境・条件
の変化

個別
内容

父子家庭家事
援助事業

子ども家庭
課

D 廃止・統合

備考  

ひとり親家庭の所得水準は低い状態であることから、相談体制の充実を図るとともに、
自立支援に向けた就業を中心とする相談業務を今後も推進します。
父子家庭家事援助事業については利用が少なく見直しを行うが、その他の事業につ
いては現状で成果も得られており、引き続き継続する。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

父子家庭の児童扶養手当が実施されていないための父子家庭施
策であったが、父子家庭への児童扶養手当の支給が開始された
ことと、利用実績が数件しかないため廃止・統合とする。ただし、同
様の事業「ひとり親家庭に対するに日常生活支援事業」が既にあ
るため、特に影響はないと思われる。



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 292 292 279 *** 863 計画

実績 0 18 18 実績

計画 2,895 0 0 *** 2,895 計画

実績 2,605 0 2,605 実績

計画 2,823 3,347 3,187 *** 9,357 計画

実績 2,823 2,610 5,433 実績

計画 2,064 17,982 18,890 *** 38,936 計画

実績 5,347 11,908 17,255 実績

計画 26 26 26 *** 78 計画

実績 26 26 52 実績

計画 7,884 6,135 7,568 *** 21,587 計画

実績 3,560 6,981 10,541 実績

計画 260 260 260 *** 780 計画

実績 260 152 412 実績

計画 289,869 313,763 326,227 *** 929,859 計画

実績 289,138 309,192 598,330 実績

計画 1,332 1,913 1,716 *** 4,961 計画

実績 2,522 2,072 4,594 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 307.4 343.7 358.2 *** 1,009.3

計画 実績 306.3 333.0 639.2

実績 計画 2.8 3.3 3.2 *** 9.4

計画 実績 2.8 2.6 5.4

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

B

C

A

B

25

26

12

D

− 児童扶養手当等給付事業 子ども家庭課

9

施策成果
への
貢献度

(廃止)　

A

B

B

10

8

13

11

− 助産施設入所事業 子ども家庭課

6 − 母子生活支援施設入所事業 子ども家庭課

7 −
母子福祉のぞみ会に対す
る補助金支給事業

子ども家庭課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

−1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

子ども家庭
課

父子家庭家事援助事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

− 母子家庭等就業支援事業 子ども家庭課

− 母子寡婦福祉資金貸付事業 子ども家庭課

2 −
母子家庭等の児童の入
学・卒業祝金支給事業

子ども家庭
課

3 主 ひとり親家庭等支援事業 子ども家庭課

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(6)-4 ④ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

延べ人数 1234 1230 1246 1242 1250 1250

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

% 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

% 75 100.0 100.0 117.7 100.0 100.0

% 115.2 100.0 100.0 83.2 100.0 100.0 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

延べ人数 147,263 - - 207,344 228,700 　 216,100

年間出生数については、平成１７年まで減尐傾向
にありましたが、平成１８年以降持ち直し、１，２０
０人前後で推移し、２１年以降若干増加傾向にあ
ります。

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

備考

今後も制度の周知を徹底し、認知度を高めるのとともに、申請手続きの簡素化を図るなど利用しやすい
サービスの提供を目指す。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

手段の変更

子ども手当の制度改正が行われることから、制度について
わかりやすく周知するとともに、申請用紙等可能な範囲で
HPから打ち出しが可能となるよう努める

子ども手当て
給付事業

子ども家庭
課

Ａ

補助金支給にあたり、国の単価や支給制限
額の改正が例年続いているため、補助金額
の変動がある。（私立幼稚園保育料補助事
業）

事業費が大きく変化した影響を受け、実績値が大
きく変動した。環境・条件

の変化

個別
内容

補助金額の変動があり、実績値が大きく変動し
た。

（私立幼稚園保育料補助事業）

その他の外的
・他律的な事象

関係課のコメント

事務
事業

国の単価改正等により、事業費が大きく変
化した。

指標

体系

責任課による分析

平成２２年度より「子ども手当」の導入により、子育ての経済的負担の軽減を図った。
子育ての経済的負担は、尐子化が急速に進行している大きな原因と考えられることから、子ども手当
等、様々な軽減策に取り組んだ。

※平成２１年度児童手当、平成２２年度児童手当（２，３月分）および子ども手当て（４～１月分）の実績報告の延べ人
数を計上
※平成２３年度目標値は平成２２年度子ども手当て実績181,506人×1.2＋10,890（H21からH22の児童数増５%のため
H22×0.05）で計上
※平成２４年度目標値は平成２３年度目標値の５%増から所得制限による１割減で計上

単位項目

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

単位

年間出生数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

子ども手当の支給や乳幼児福祉医療費、小中学生入院医
療費の助成などにより、子育て家庭の経済的負担の軽減を
図っていきます。

子育てに伴う経済的負担の軽減

子ども家庭課

大槻　雄

活動指標

（責任課コメント）

乳幼児福祉医療費助成受給率

就園奨励費給付事務

私立幼稚園保育料補助事業

子ども(児童)手当て支給の
基礎となる対象児童延べ人
数※



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 1,020,235 170,870 1,485 *** 1,192,590 計画

実績 991,370 171,240 1,162,610 実績

計画 0 2,659,412 3,159,083 *** 5,818,495 計画

実績 0 2,389,147 2,389,147 実績

計画 40,840 32,605 32,605 *** 106,050 計画

実績 30,639 38,377 69,016 実績

計画 24,970 28,876 28,876 *** 82,722 計画

実績 28,777 24,036 52,813 実績

計画 268,759 287,363 287,363 *** 843,485 計画

実績 255,627 282,179 537,806 実績

計画 6,552 6,000 6,000 *** 18,552 計画

実績 5,400 5,301 10,701 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 1,361.4 3,185.1 3,515.4 *** 8,061.9

計画 実績 1,311.8 2,910.3 4,222.1

実績 計画 268.8 287.4 287.4 *** 843.5

計画 実績 255.6 282.2 537.8

実績 計画

計画 実績

実績 計画 6.6 6.0 6.0 *** 18.6

計画 実績 5.4 5.3 10.7

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 − 子ども手当給付事業
子ども家庭

課

3 − 就園奨励給付事務 幼児課

4

5

−
私立幼稚園保育料補助事

業
幼児課

主 乳幼児福祉医療助成事業 保険年金課

19

18

17

16

児童手当給付事業
（平成22年2・3月分他）

事業
区分

15

14

番号

−1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

子ども家庭
課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6 マ
小中学生入院医療費助成

事業
保険年金課

7

13

11

施策成果
への
貢献度

A

A

B

A

10

8

12

A

9

B 25

26

28

29

27
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